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第27次越冬隊報告
内 藤 靖 彦
第27次越冬隊は昭和60年11月14日の晴海出発以来,1
年4ヶ 月の活動を終え,去る3月25日全員無事成田に戻
ることができた.我 々第27次隊に与えられた仕事は非常
に多く,人的にも,時間的にも余裕のないオペレーショ
ンの連続であった,し かし,何んとかこの任務を全うで
きたのは天気に恵まれたお陰であ り.また隊員の献身的
協力のお陰である.改 めて,「天の時,人 の和」の重み
を知った次第である,我 々の仕事は,夏 隊と協力しての
あすか観測拠点での発電棟,そ して昭和基地での作業工
作棟の建設から始まった.こ の二つのオペ レーションは
一にかかって輸送等の段取作業と天候である.段取 り作
業は国内での準備,五 者連絡会,船 上での打合せを通じ
十分練 り上げてきたものであった.し かし天候だけはプ
ライ ド湾,あ すか拠点での経験 も少なく一抹の不安をも
っていた.我 々の心配とは逆に本当に良い天気に恵まれ,
2週間の予定のオペレーションを約10日で終了するとい
う好運に恵まれた.天気は昭和基地でも順調で,一 階建
の大型建物と基礎工事から建屋まで一夏で実施するとい
うかつてない作業を約25日で仕上げ,船 の反転北上前に
は建屋の落成式を実施することができた.
昭和基地の夏期岡の作業が非常に順調に進んだのも天
候に恵まれたためであるが,こ の天気条件 を十分に生か
すことが出来たのは現地での夕食後の全員での打合せ等
を通じ,作業参加者が作業手順をよく理解 し,効率良く
作業を実施 したためである.実際,あ れだけの仕事を夜
間遅 くまで残業することもなく実施できたのは,作業責
任者が作業手順を十分練 り上げ,そ れを各隊員が理解 し,
効率よく作業 したためであった,危 険な作業の割には怪
我人を全 く出すことなく終えることができたのもこれに
よるところが大きい.
夏作業が極めて順調に行ったために越冬生活には多少
の余裕をもってスムーズに入ることができた.越冬当初
の2,3月 も天候がよく,我々の余力を基地整備に向け
ることとした.この期間,降 雪はほとんどなく,夏作業
の延長として外作業を継続 した,多 くの作業を実施 した
が,基地内外に放置されている不要物品の処理,11倉庫
前の物品棚の新設と物品整理,建 物の補修,海 氷へのア
プローチ用スロープの新設や補修の工事等々を実施 した.
夏作業が終 り,すぐに一息ついて基地にこもってしまう
秋の生活は,長 い越冬生活の中ではある意味で心配な期
間である.随分単調なものになりがちである.これを避
けるため観測や設営の本来業務の他に手空全員参加の上
記作業を実施した.観測 も2,3月 には本格化 し定常的
状態に入ったが,こ の期間に特にハレー彗星観測や赤外
分光観測,み ずほ基地からの内陸観測旅行で成果を得る
ことができた.ま た航空機の運用も2月末には再開 し,
内陸でのアイスレーダー観測を中心に100時間以上のフ
ライ トを実施 した,秋 が深まるとともに海氷状況も好転
し,S16へのルート工作や水中テレビ観測,地 衣類調査
等野外に出ての活動を,満を持 して一気開始 した,さらに
4月末にはみずほ基地から3名が昭和基地に戻り,同時
にSl6の大型雪上車も回収 した.この早い時期の大型雪
上車の回収は,春に予定 している幾つもの内陸旅行のた
めの雪上車整備に余裕を与え,そ して内陸旅行成功の大
きな要因となった.ミ ッドウィンター前に実施したもう
一つの大きな仕事は,ラングボブデの観測小舎の整備で
あった.こ れを実施 して隊はミッドウィンター後の活動
へ向けて万全の準備を整えることができた.ミ ッドウィ
ンターで一息ついた後,全 員集合により越冬後半の方針,
オペレーションの再確認を行ない,隊 は一気に後半戦に
突入した.雪上車,擢の整備,燃料やレーション準備と平
行して,パ ッダ,梅干岩までの沿岸旅行,ラ ングホプデ
方面等での生物 ・雪氷 ・宙空の諸観測,6月 のフライ ト
に引続いての航空機の運用,さ らには8月 のみずほ交
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代 ・補給旅行等と息つ く間もないオペレーションの連続
であ った.こ の間みずほ基地でも4名 の隊員により,
ボーリング孔の検層や春の内陸旅行準備が着々と進めら
れた.そ して春の内陸旅行の第一陣として9月30日には
みずほ基地撤収隊,雪氷内陸旅行隊が出発.10月12日は
航空支援隊が昭和基地を出発 した。同時にみずほ基地か
らは雪氷内陸調査隊と一部合流 したやまと燃料デポ隊が
行動を開始 した.さ らに沿岸では地衣類調査隊がスカル
ブホネス方面で活動 した.合 計5つ の旅行隊が行動 し,
航空機の運用 も行うという越冬隊として最大のオペレー
ション上の山場 を迎えた.昭和基地では航空隊を含め16
名とな り,全員が懸命の努力を払い昭和基地をかろうじ
て維持することができた,幸い旅行隊も軟雪等に苦労 し
たが大きな トラブルもなく予定以上の行動がとれ,10月
上旬にはやまと航空拠点でのアイスレーダー観測,11月
末にはあすかへのダイレクトフライ トを実施 した.あ す
か観測拠点では航空支援隊の支援のもと,ア イスレー
ダー観測,ま た 「しらせ」到着後は28次隊員を乗せ七一
ルロンダーネ山地の空撮を実施する等予定の観測を全て
実施した.そ の後,ピ ラタス,セスナの両機は海氷滑走
路が危ぶまれる昭和基地に12月30日無事帰投した.あ す
か拠点,昭 和基地間のフライ トは引返 し不能点を持ち,
また強い逆風もあり,決断を要する困難なオペレーショ
ンであったが,僅 かの晴天のチャンスを生か し,無事こ
の困難なフライトを実施した,ま た雪氷内陸旅行も非常
に順調に進み2月15日には約4000km,4ヶ月半の長期旅
行を完遂 し,無事 「しらせ」に収容 された.昭和基地で
も10月以降は相変らず多忙を極めた。特に11月中旬のラ
ングホブデ観測小舎における地衣類観測のための長期滞
在開始前後は海氷状況が悪 く,シャーベットアイスに再
三掴まりながらも補給や発電機修理等を手空きの隊員が
参加 しつつこの時期を乗り切ることができた.これ以後
は昭和基地で多少の気分的余裕をもって 「しらせ」を迎
えることができた.
第27次越冬隊は観測 ・設営で数々の成果 を得ることが
できた,中 でも隊が力を結集 した 「東クイーンモードラ
ンド雪氷研究」プロジェク トにおいては,氷 床流動測定,
アイスレーダーによる基盤地地観測等,100%以上計画
を消化 し,非常に多くの資料を得ることができたし,ま
た旅行中には約800個の陽石の採集にも成功 した.雪 氷
系の大気科学研究でも赤外分光観測で非常に高い精度の
観測に成功 し,微量大気成分研究に極めて貴重なデータ
をもたらした,同 時にCO2濃度測点でも地上の連続観
測だけでなく,上空7000mまでの各層観測を冬期を含め
毎月実施するという快挙 も航空隊員の協力により成 し遂
げることができた.生物 ・医学系では地衣類を中心 とす
る陸上植物調査を精力的に実施 し,プ リンス ・オラフ海
岸日の出岬か ら宗谷海岸パ ッダ島に到る約300knの範囲
の海岸に散在する露岩51ヶ所を調査 し,従来知られてい
る20数種を遙かに上廻る50種以上の試料を得,東 南極量
軟雪帯を進む内陸旅行隊
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ラングホプデの観測小屋
大のコレクションを手にすることができた.またラング
ホグデには始めて観測小舎を設置して陸 ヒ植物群落の調
査を精力的に実施 し,貴重な資料を得た,医学において
も隊員の積極的な協力により,血L液変態能調査や長時間
心電図測定で従来にない多くの資料を得た.宙 空系はロ
ケ ット等の大きなプロジェクトがなく地味な観測が多か
ったが,内容的には短波 レーダー観測やマルチビームリ
オメーター観測,ハ レー彗星観測で非常に良質のデータ
を得たし,さ らに雪中 ・海氷中の電波伝搬実験 という観
測計画にはない観測を越冬中積極的に計画し,内陸や沿
岸で興味あるデータを得ることに成功 している.定常観
測 も全て順調に経過 したが,特 に気象定常オゾン観測で
は東 ドイツ,イ ンド隊からの協力要請を受けて観測を実
施 し,国際協力の面でも大きな貢献をしたことが特筆さ
れる.
設営各部門の活動は年間通じて高いレベルで維持され,
基地の維持,整 備のみならず,高 いレベルの観測結果を
得るのに非常に大きな力となった.機械 ・建設部門によ
る基地環境の整備作業,基地内各所への非常灯の設置,
防火設備点検 ・補充,建物の補修や非常口,非常階段の
設置,荒 全ダムの温水循環装置の維持,電 気配線の総点
検,4ヶ 月以ltにわたる旅行用雪L車 の.・大整備等,隊
の安全と活動に極めて重要な仕事を地道に ・年間休むこ
とな.く実施した.
常に旅行隊にメンバーを出 しながらも通信業務を守っ
た通信部門,越冬後半は人手不足のため.・人で調理を担
当し,生活の要めとなる食堂を守った調理部ドll,　また前
述の如 く大きな成果をあげた航空部門,大 きな怪我人こ
そ出なかったものの,常 に隊員の健康に細心の注意を払
った医療部門等,そ れぞれが有機的に機能 して隊の活動
を支えた.部門を越え個人個人が互いに協力 して献身的
に努力をしたことが,27次越冬隊の成果につながったと
考えるし,またそれが最大の成果であったような気がし
てならない27次隊であった.
(筆者:第27次南極地域観測隊越冬隊長,
国立極地研究所教授)
南極観測隊便り
一 第28次隊の近況 一
昭和 基 地
2月1日,全 ての 観 測 ・設営 の 業 務 を27次隊 よ り引 き
継 い だ.3日 残 務 整 理 の た め に と ど ま って い た10名の27
次 隊 員 が ピ ンク ア ップ され た 後,最 終便 が 飛 来 し,名 実
共 に28次隊 の 越 冬 生 活 が 始 まっ た.
昭 和 基 地 入 り して 以 来 好 天 に 恵 まれ て き たが,2月 に
入 る と幾 度 も強 い 低 気 圧 の洗 礼 を受 け る こ と にな った .
海 氷 状 態 は 非 常 に不 安 定 に な っ て お り海 氷 上 の 諸 観 測
や,航 空 機 の オペ レー シ ョ ンな ど 当 分見 合 わせ ざ る を得
な い.こ うした 中 で 設営 面 で は 基地 内外 の 整 理 やIOke　fdi
属 タ ン クの 土 台 据 付,100ke水槽 の 清 掃,作 業棟 床 の 改
修 等 を終 え た.観 測 関係 で は気 象,電 離 層,地 球 物 理 の
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各定常観測は順調に観測を引継 ぎ,4Hと26日にはイン
ドとの共同であるオゾンゾンデ観測を実施 している.
研究観測部門は新 しく設置した気象衛星データ処理装
置の運用を始めた他,宙 空,気 水圏,生物,医 学系の観
測が始まっている.冬 を迎える準備の中,い くつかの行
事も行われた,26日には初の火災消火訓練が行われ,一一
同防災の心構えを新たにした.夜 には美しいオーロラも
出るようにな り,H本でも新聞を賑わせた超新星を見よ
うと星空を眺めるグループも現われて,残 っていた夏作
業 ももう一一息で完了するというところまでやってきた,
あすか観測拠点
昨年12月18日より開始 したあすか観測拠点夏期建設作
業は2月12日をもって終結した.15日より越冬隊8名 の
生活となり,20日正式な越冬成立Hと した,
2月に入ると1月に比べて風速,地 吹雪 ともに厳 しく,
外作業が困難な日が続いた.しか し,夏期建設の残作業
以下,安 全確保.屋外デポ物品整理.燃 料と車両のデポ,
基地周辺除雪,及 び観測準備等の作業に多忙を極めた.
設営,観 測両面ともに未だ必ず しも充分な越冬態勢整
備状態とはいえないが,隊 員8名 は心身ともに健康で越
冬生活に入った,
一 策29次観測隊員候補者の冬期総合訓練 一
策29次南極観測隊に係る冬期総合訓練は,3月g日 か
ら3月13日まで長野県乗鞍高原において,51名の隊員候
補者等が参加して行われた.
今回の訓練では,新 たに雪上車等の運転訓練などを導
入した.ま た.雪 中における各種訓練では,ケ ガもなく
順調に全日程を終了した.この間,隊員の相互の協力や
意志の疎通など,観測隊の始動に向けて大きな成果を挙
げた.
雪上車運転訓練
一 第27次越冬隊帰国 一
箱27次南極地域観測隊越冬隊(内 藤靖彦隊長ほか34
名)は,3月25日,成 田空港に全員無事帰国した,空港
には,家 族 ・関係者等多数が出迎え,あちこちに再会の
喜びの輪ができた.
第27次越冬隊は,昭和61年2月1日から基地運営 を引
き継ぎ,昭和62年1月31日,観測設営の任務を果たし,
'越冬を終 了した.この間,定常 ・研究の各観測を計画ど
おり実施 し,多 くの成果を得た.
なお,第28次夏隊は4月20日「しらせ」で晴海に帰国
する.
シンポジウム報告
一 第10回極域における電離
圏磁気圏総合観測 シンポジウムー
1月26日から1月28日の間,標記シンポジウムを当研
究所講堂にて開催した.従 来,開催時期を2月下旬とし
ていたが,大 学入試時期 と重なる等の不都合を避けるた
め,今 回は1月下旬の開催とした.本 シンポジウムの目
的は昭和57年より昭和60年まで昭和基地で実施された,
南極地域における中層大気国際共同観測(南 極MAP),
並びに,そ れに呼応 し,昭和基地の地磁気共役点アイス
ランドを中心 とする北極域での超高層現象総合観測の成
果を発表,検討することにある.3日 間で61編の講演発
表が行われ,参 加者数は延べ200人を超えた.
従来,講 演数が80編以上にのぼり,時間的制約のため
十分な討論を尽 くせないきらいがあったが,今 回は講演
数が減少 した分.十 分な時間的余裕をもって討論を深め
ることができた.
発表論文の内容は,南極MAP関 連ではロケット,大
気球,地 上からのリモートセンシング等による観測デー
タの解析があり,特にロケット観測では10編の発表がな
され,南極における観測が着実な成果を上げつつあるこ
とをうかがわせた,ま た色素レーザーレーダー,気球搭
載X線 撮像装置,　NNSS衛星二周波 ドップラー観測器,
マルチビームリオメータ等,新 しい観測手段による興味
深い観測結果が発表された.地 磁気共役点観測関係では,
各種波動,オ ーロラ現象の共役性に関し,長期継続観測
によるデータの蓄積を十分に生か した研究発表が行われ
た.これらの発表のほかに,1990年より開始される.太
陽 ・地球系におけるエネルギー輸送と消費に関する国際
共同観測　(STEP　:Solar　Terrestrial　Energy　Program)
に向けて,極 域における超高層物理観測のあ り方を展望
する総合討論のセ ッションが設けられ,有意義な討論が
なされた.
プログラム
極 地 研 二
1.オ ー ロ ラ及 び 関 連 現 象
1.ボ ー ラ ー ・キ ャ ップ オ ー ロ ラの 特性(1)
倦 田和 男)
2.夕 方 側 ス テ ー プル オ ー ロ ラの 構 造
一6300Aア ー クの 形 態 一(小 野 高幸
,平 澤威 男)
3.オ ー ロ ラ ドリ フ トと磁 気 圏電 場
(小口 高,中 村 るみ,山 本達 人)
4.オ ー ロ ラ発 光 とオ ー ロ ラ粒 子
(江尻 全 機,小 野 高幸,平 澤 威 男,小 口 高)
5.極 域 電 離 層 電 流系 の シ ミaレ ー シ ョン実 験 皿
(筒井 稔,浅 野 弘 明,小 川 徹)
6.夜 間 全 天 単 色撮 像 観 測
(金田栄 祐,田 鍋 浩 義,宮 下晴 彦)
7.高 感度 撮 像 装置 に よ る オ ー ロ ラ観 測
(金田栄 祐,国 分 征,林 幹 治,小 口 高)
8.沿 磁 力線 電 流 系 の 電 流 発 生 源 とエ ネ ル ギ ー源
(井上 雄 二)
1.　ELF～HF波 動 現 象
9.　ISIS衛星 で観 測 され た コ ー ラス の 経 度 変 化
(松尾敏 郎,木 村 磐 根)
10.極域 へ 到 達 す るELFヒ ス の 非 ダ ク ト伝 播 路
(山岸 久 雄)
ll.　VLF放 射(f≧f`v2)のoff・equatorでの 方 位 測
定 と伝 搬 路 の 逆 追 跡
(早川 正 士,武 藤広 泰,岡 田敏 美,島 倉 信)
12.8KHz以 高 の オ ー ロ ラ ヒ スの特 性(恩 藤 忠 典)
13.磁気 圏 に お け る ホ イ ッス ラ ー波 と静 電 波 の 不 安 定
性 の 競 合 関係(大 村 善 治,松 本 紘)
14.極域 低 高 度(-600km>に て 観 測 され るLF/MF
帯 ホ イ ッス ラ ・モ ー ド放 射 の 特性 と伝 搬
(相京 和 弘,恩 藤 忠 典.大 高 一弘)
15.DE-1衛星 で 観 測 され たZ－モ ー ド波 につ いて
(橋本 弘 蔵,　W.　Calvert,　R.　L.　Huff)
皿.南 極MAP観 測(中 層 大 気)
16.地磁 気 静穏 時 にお け る 高 緯 度 中 規 模T[Dの 衛 星
観測
(小川 忠 彦.五 十 風 喜 良,相 京 和 弘,前 野 英 生)
17.流星 レー ダ に よ る極 域 中性 風 の観 測
(田中 高 史,小 川忠 彦,五 十 風 喜 良
藤井 良 一,平 澤 威 男)
18.南極 中層 大 気 の ラ イ ダー 観 測(JARE26)
(野村 彰 夫,鹿 野哲 生,岩 板 泰 信,福 西 浩
平澤 威 男,川 口貞 男)
19.ライ ダ ー を用 い た 中層 大 気 重力 波 の観 測
(柴田 隆,福 田 光伸,成 瀬 徹,前 田 三 男)
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20.フ ァプ リ ーペ ロ ー ドップ ラ ー イ メ ー ジ ング シ ス テ
ム　 (FPDIS)の開 発 と極 域 熱 圏 ダ イ ナ ミ ッ ク ス
の 観 測 へ の 応 用(岡野 章.一,福 西 浩,森 岡 昭)
21.下層 大 気 中 の 負 イオ ン(川 本 洋 人,小 川 俊 雄)
N.地 磁 気 共 役点 観 測
22.磁場 モ デ ル 計 算 に よ る 昭 和 一ア イ ス ラ ン ド共 役 点
の 遷 移(小 野 高 幸,平 澤 威 男 ,鮎 川 勝)
23.CNA脈 動 と関 連 現 象 の 共 役性 〔1〕
(樋口喜 啓,佐 藤 夏 雄,渋 谷 仙 吉,前 沢 潔)
24.昭和 一ア イ ス ラ ン ドの 地 磁 気 共 役 点 で のSCに つ
い て
(永野 宏,荒 木 徹,家 森 俊 彦,佐 藤 夏 雄
鮎 川 勝)
25.Pi2型磁 気 脈動 の 共役 性
(桜井 亨,利 根 川 豊,佐 藤 夏 雄)
26.低緯 度 磁 気 共 役 点 で 観 測 され たPc3波 動 の 南 北
半 球 非 対 称性 に つ い て
(湯元 清 文,斉 藤 尚 生,田 中義 人.　L.　W,　Lynn　F.
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 M.　Menk,　B.　」.　Fraser)
27.周波 数 別 に 見 たPolar　chorusの季 節 変 化 と共 役
性
(鈴木博 之,渋 谷 仙 吉,前 沢 潔,佐 藤 夏雄
共 役 点 観 測 グル ー プ)
28.周波 数別 に見 たAuroral　hissの季 節 変化 と共役 性
(鈴木 博 之,渋 谷 仙 吉,前 沢 潔,佐 藤夏 雄
共 役 点観 測 グ ル ー プ)
29.オー ロ ラの 強 度 か ら見 た 共 役性
(藤井 良 一,佐 藤 夏雄,小 野 高 幸)
V.ロ ケ ッ ト観 測
30.S-310JA-11及び12号ロ ケ ッ ト実験 時 の 地 上 観 測
に よ る オー ロ ラ及 び 関 連現 象
(山岸 久雄,福 西 浩)
31.南極 ロケ ッ トS-310JA-11,-12号の機 の 姿 勢 測 定
(高橋 隆 男,遠 山 文雄,藤 井 良一,山 岸 久 雄
国 分 征,福 西 浩)
32.南極 ロ ケ ッ ト(S-310JA-11及び12)に よ る オ ー
ロ ラ電 離 層 電 子密 度 の観 測
(高橋 忠 利,福 西 浩,大 家 寛,渡 辺 勇 三
山 岸 久 雄)
33.南極 ロ ケ ッ トS-31eJA-11及び12号機 に よ る オ ー
ロ ラ粒 子 観 測
(山岸 久雄,宮 岡 宏,江 尻 全 機,岡 村 宏
佐 川 永一,向 井 利 典,賀 谷信 幸,福 西 浩)
34.南極 ロ ケ ッ トに よ る粒 子 束 変 動 成 分 の 観 測
(佐川永 一,山 岸 久 雄,福 西 浩,賀 谷 信 幸
向 井利 典)
35.観 測 ロ ケ ッ トS-310JA-ll,12号機 に よ る低 周 波
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プ ラ ズマ 波 動 の観 測
(森 弘 隆,佐 川 永 一,小 川 忠 彦,小 川 俊 雄)
36.S-310JA-11及び 2号機 に よる オ ー ロラ ヒス観 測
(長野 勇,山 本 英 子,橋 本弘 蔵,尾 崎 照 幸
木 村 磐 根,松 尾 敏 郎,山 岸 久 雄,福 西 浩)
37.極球 電 離 層 にお け る オ一 口 ラプ ラ ズマ
ーS-310JA-ll/12による 結 果 一
(森岡 昭,大 家 寛,福 西 浩,宮 岡 宏
小 野 高 幸,山 岸 久 雄,小 原 隆博)
38.S-310JA-12号機 に よ り観 測 さ れ た オ ー ロ ラ電 流
系 に よる磁 場 変動
(遠山 文 雄,高 橋 隆 男,藤 井 良 一一,福 西 浩)
39.ロケ ッ ト観測 に お け るオ ー ロ ラ ヒ ス のwave　nor・
ma[angleの}則定 法(西 野 正 徳,田 中 義 人)
M.　STEP期間 の 極 域 超 高 層 観 測 計 画
Cl.極域 観 測 計 画概 要(江 尻 全 機)
C2.　STEP計画 につ い て(大 家 寛)
C3.デ ー タ処 理 シ ス テ ム 及 び デ ー タ情 報 交 換 の 国 際
及 び国 内 ネ ッ トワ ー クに つ い て(杉 浦 正 久)
C4.極 域 超 高 層 の 物 理 〔前 沢 洌)
W.　ULF波動 現 象
40.指絞 型Pcl脈 動 の特 徴
(佐藤 夏 雄.平 澤 威 男,南 部 充 宏)
41,指紋 型Pcl脈 動 の 理 論 的解 釈
(南部充 宏,佐 藤 夏 雄,平 澤 威 男)
42.磁気 嵐 に 伴 うPcl及 びPi1地磁 気脈 動 につ いて
(加藤 愛 雄,利 根 川 豊)
43.低高 度 衛 星 で 観 測 され るULF波 動 と沿 磁 力 線 電
流 微 細 構 造(家 森 俊 彦)
44.低緯 度Pc3脈 動 の電 離 層 等 価 電 流 系(坂 翁 介)
45.カス プ帯 と オー ロ ラ帯 同時 共役 点 観 測 に よ る長 周
期 脈 動 の 特 性
(利根 川 豊,福 西 浩.佐 藤 夏 雄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 L.　J.　Lanzerotti)
ve.　大 気 球 観 測
46.気球 高 度 に おけ る オ ーロ ラX線 像 の撮 像 ボ ケ
(小玉 正弘,小 倉 紘 一)
47,南極 域 に お け る オ ー ロ ラX線 空 間 分布 の観 測
(第26次南 極 観 測 隊 大 気 球 実 験)
(鈴木 裕 武,平 島 洋,村 上 浩 之,山 岸 久 雄
佐 藤 夏 雄,小 島 年 春,山 上 隆 正
小 玉 正 弘,福 西 浩)
48.オー ロ ラX線 の 空 間分 布 とPulsatlve　fluctuation
(小玉 正弘,平 島 洋,村 上 浩 之.奥 平 清 昭
鈴 木 裕武,山 上 隆 正,太 田 茂 雄,並 木 道義
西 村 純,宮 岡 宏,佐 藤 夏 雄,藤 井 良 一)
49.AZCO85実験 で 観 測 され たX線 脈 動 と関 連 地 上
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現 象
(小島年 春,芳 野 赴 夫,山 岸 久 雄,佐 藤 夏 雄
宮 岡 宏,　S.Ullaland)
50.大気 球,地 上 共 役 点 ・多 点 で 同 時 に観 測 さ れ た
VLF放 射
(佐藤夏 雄,宮 岡 宏,藤 井 良 一・,太田 茂 雄
巻 田 和 男,　S,　Ullaland　A.　Egeland)
51.ポー ラパ トロー ル 気 球(PPB)と 中 層 大 気 力 学
(山中大 学,山 崎 孝 治,神 沢 博)
区.磁 気 圏 ・電 離 圏擾 乱
52.SSC時の磁 気 流体 波 の磁 気 圏 内 伝 播 に つ い て
(藤田 茂)
53.1982年6月12日のSC現 象 につ い て(平 澤 威 男)
54.ア イ ス ラ ン ド3点 で 観 測 され たVLFオ メ ガ電 波
と地磁 気 サ プ ス トー ム との 関 係
(荒木 喬,佐 藤 夏 雄,藤 井 良 一,菊 池 崇)
55.極冠 内AE指 数 算 出 の ため の 南 極 地 磁 気 観測
(荒木 徹,杉 浦 正 久,亀 井豊 永,平 澤 威 男
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 S.　B.　Mende)
56.粒子 降 下 活 動指 数 で 記 述 され る電 離 層 擾 乱 に対 す
る熱 圏 の 反 応 の 数 値 シ ミュ レー シ ョン
(前田佐 和 子,　T.　Fuller・Rowell　D,　S,　Evans)
57.極域 にお け るHFド ップ ラ観 測(2)
(南 繁 行,　」.　Peterson,　R.　D.　Hunsacker)
58.昭和 基 地 マ ルチ ビー ム リ オメ ー タに よ る電 離 層 吸
収 観 測 初 期 結 果
山 岸 久雄,佐 藤 夏 雄,菊 池 崇,池 田修 一
芳 野 赴夫,福 西 浩)
59.FM/CWイ オ ノ ゾ ンデ に よる 極 域 電 離 層 の 観 測
一 速 報 一(野 崎 憲朗,菊 池 崇)
60.航行 衛 泉 に よ る昭 和 基 地 の 測 位 精 度 と地 磁 気擾 乱
の 関 係
(五十 風 喜 良,小 川 忠 彦,前 野 英 生,倉 谷康 和)
61.　VLBI観測 量 に 及 ぼ す極 域 電 離層 の影 響
〔高 橋 冨 士 信,皆 越 尚紀)
レ来 訪 者く
12月22日一12月26日　 Mr.　JONSSON,　K.　(アイ ス ラ ン
ド電 力 エ ネ ル ギ ー研 究 所 研 究 員)
1月10日 一1月15日 　 Dr.　SHRESTHA,　M.　(ハワ イ大
学助 手)
1月21日　 Mr,　LAMPEN,　M.　(ドイッ ドル ニ エ 会社 研
究 則
2月4目 張 文 敬(Mr,　Zhang　Wenjing,中国 科 学 院
蘭 州 氷 河 凍 士研 究 所研 究 員)
2月12日 一2月20日 　 Dr.　SOUTHWOOD,　D.　(ロン ド
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ブ ラ ケ ッ ト研 究 所教 授)
2月13日 一2月15日 　 Dr.　KUSAKIN.　0.　〔ソ連 科 学 ア
カデ ミー極 東 科 学 セ ン ター生 物 学 研 究 所 主 任
研 究 員)
Dr.　ZOTIKOV,　1.　(ソ連科 学 ア カデ ミー 地 理
学 研 究所 主 任研 究 員)
Mr.　GLAZOVSKY,　A.　(同研 究 所 研 究 員)
王 偉 麗　(Mrs.　Wang　Weili,中国 科 学 院 蘭
州 氷 河凍 士 研 究 所 技 官)
2月18日　 Mr.　FERRI,　S.　(イタ リ ア大 使 館 武官)
2月24日一3月6日 　 Dr.　KAN,　J,　(アラ ス カ大 学 地 球
物 理 研 究 所 教 授)
村越観測協力室長退宮記念講演会開催される
3月27日.午後3時30分から,当研究所講堂において
同月31日をもって退官される村越観測協力室長の退官記
念講演会が開催された.「昭和基地の今昔30年」と題 し,
昭和基地開設にかかわる興味深い講演があり,約150名
にのぼる聴衆を魅了した.
また,午 後6時30分からは,東條会館において,有志
の呼び掛けにより 「退官祝賀会」が開催された.同氏の
30年にわたる南極観測への功績をたたえ,設営に関係し
た隊員経験者等を中心に,各 界約200名の関係者が出席
し,新たな門出を祝った.
永年勤続者表彰
退職者の永年勤続表彰式が3月31日所長室において行
われ,同 日付けで定年退職される村越望 ・観測協力室長
に表彰状および記念品(銀製花瓶)が 贈呈された,
職員の異動
転 任3月1日 筑波大学研究協力部長 吉田宏男
(前事業部長)
定年退職3月31日
M置 換4月1日
課監理官)
n任4月1日
前観測協力室長 村越 望
事業部長 山口博治(前 国際学術
観測協力室長 竹内貞男(前観測
協力室設営第一係長)
月例 報告(1月 ～2月)
あすか観測拠点への輸送任務を終 「した 「しらせ」は
1月5日にプライド湾を出発し,8日 には昭和基地に第
1便を飛ばした,昭 和基地での夏期作業は順調に経過 し,
2月3日 に最終便が飛んだ.再 びブライ ド湾に飼った
「しらせ」は,27次内陸旅行隊 ・28次夏隊 を収容 し,2
月15日に日本へ伺った.一 方,あ すか観測拠点の建設作
業は,地吹雪などに悩まされ非常に難行 したが隊員達の
昼夜兼行の作業の末,2月20日に越冬成立 し,七一ルロ
ンダーネ地域における初めての越冬が始まった.
昭和基地
観測報告
気象:1月 は,全般的に高気圧におおわれ,晴 天の日
が多かった.2月 に入り曇 りの日が多 く,20～21日には
初のブリザー ドとなった.
超高層:定 常 ・研究観測とも順調に経過 している.
オーロラ光学観測は,3月 から開始するオーロラ観測に
向けて機器を調整 している.2月24日には,画 才ングル
テレメーター施設の点検が行われた.
生物 ・医学:オ ングル島周辺の蘇類 ・地衣類 ・微小動
物の調査が行われた.ま た隊員の心理テス トなどが実施
された.
設営報告
機械:2月3日 に夏期隊員宿舎を閉鎖 し.越冬準備に
追われている.18日には200KVA発電機3号 機の500時
間点検を,26日には消防訓練をそれぞれ実施 した.
通信1電搬状況は良く.対 日本 ・外国基地他の通信は
良好である.ま た,あ すか観測拠点とは,4540KHZで
ほとんど毎日通信可能な状況である.
航空:海氷状況が不良で,滑 走路の一部が流失し,今
後の飛行の見通 しは立っていない.
あすか観測拠点
難行した建設作業 も2月12日に終了し,15日より8名
の越冬が始まった.
観測報告
気象は,2月 に入り地吹雪 ・風とも強くなってきた.
20日に自動観測装置を起動 し,システムは川頁調に動作 し
ている.その他の観測も,順次立ち上りつつある.
設営部門
機械:30KVA発電機 ・余熱利用のシステムは若干の
初期 トラブルがあるものの,順 調に稼動 している.
通信:HF600W通信機 ・インマルサ ットの運用を開
始 し,対昭和 ・日本の通信は確立された.
その他の部門も順次体勢が整いつつある.また.8名
の隊員は心身ともに健康である.
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1南極 月別 気 顔 料(M・n・hl・Cli・・…　 D…　 f・J・p・n・・eA・…　 cti・St・ti・ns)
昭 和 基 地(Syowa:89532)
平 均 気 温(Meantemp.)　(℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min,temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure,　sea　level>　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Meanvapourpressure)　(mb
平 均 相 対 湿 度(Mean　relative　humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　Wind　speed)　(m/s)
最 大風 速 ・10分間平 均(Max.　wind　speed,(
m/s)　 　 　 　 　 　 　 　 　 10.min.　mean)
瞬 間 最 大 風 速(Gust)　(m/s)
平 均 雲 量(Mean　cloud　cover)　(1/10)
快 晴 日数 　(Number　of　clear　days)
1月(Jan.)
O.e
6.3
-6.4
992.6
4.0
66.0
4.4
28.8〔6,NE)
36.9(6,NE)
5,2
6
2月(Eeb.)
?
??
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
3.3
65
6.5
26.0(23,ENE)
32.5(23,ENE)
7.7
2
あ す か 観 測 拠点
(Asuka:89524)
2月(Feb.)
一12,1
-6 .4
-23.1
874.8
(station　pressure)
11.9
22.1(21.ENE)
26.6(21.ENE)
【極地豆事典1
南極 と女性
南極大陸に初めて足跡を印 した女性はノルウェー人
とされている.1935年2月15日,ノルウェーの調査船
は東経80度付近で大陸の露岩に続 く開水面を発見 し,
船長や船長夫人のカロリン・ミケルセンらがボー トで
上陸 した.カ ロリンは南極大陸に上陸した最初の女性
である,上陸 した地域は,そ の船主の名前をとりイン
グリッド・クリステンセ ン海岸 と命名されている.こ
のノルウェーの船は2年 後には現在の昭和基地付近を
調査 し,オ ングル島やラングホブデの露岩を発見し.
命名している.
1947～48年,ロンネ初氷で知 られる,ア メリカのロ
ンネに率いられた探検隊が南極半島のス トニントン島
で越冬した.ロ ンネ夫人と主席飛行士夫人が越冬して
いるが,こ の2人 が南極で越冬 した最初の女性である.
いくつかの例外はあるに して も,南極は男性優位の
社会であった.1957年に国際地球観測年が開始されて
も,この事情は変らなかった.南極の自然は厳 しく,
それに対する各基地の設備は貧弱であった.ま ともな
便所や浴室も無い南極で,長 い間女性が生活するのは
困難なことは自明である.し か し,徐々にではあるが
各基地の施設は改善 され,主 な基地では水洗便所は当
然の設備となった.南 極観測に女性が参加 している国
も増えてきた。
アメリカ隊は十数年も前から女性が参加し,越冬も
行われている,そ の職種も研究者以外では,最 初の頃
は秘書やタイピス トなど机上作業が多かったが,現 在
では大工,ダ ンプの運転手,飛 行機のパイロットなど
重労働に属するものが増えている.南極点基地を含め,
アメリカ隊での越冬者は毎年10名を越え(全体の約1
割),夏の間は100人以上の女性が南極で働いている.
ニュージーランド隊で も女性の進出はめざましい.
野外調査に参加する研究者,郵 便局員などスコット基
地で働 く女性 も,毎年夏の間は10名を超える.1979年に
は女性が越冬隊長を務めている.ま た,1986-87年には
サバイバルスクールの講師の一人にも女性が参加 して
いる.
日本隊は女性の参加していない数少ない南極観測隊
である.し かし,すでにニュージーランド隊に参加 し,
大いに研究成果をあげている日本女性もいる.彼女は
南極圏(南 緯66.5度以南)に 入った最初の日本女性で
ある.
●
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